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特集1

発 行 額 7,500万円 ＋ プレミアム分1,500万円

発行部数 15,000セット

販売価格 5,000円（6,000円分）プレミアム率20％

 1セット　500円×12枚

購入資格 おおい町内に住所のある方

販売上限 1世帯15万円まで（30セット）

券の種類 ・町内に本社を置く事業所での使用：12 /12枚

 ・町外に本社を置く事業所での使用： 6 /12枚

期 スタート!

予算総額　130億8536万円

新婚生活に支援を！ 新婚生活に支援を！ 結婚新生活支援事業　　　　　　　　　　結婚新生活支援事業　　　　　　　　　　

結婚新生活支援事業　 　結婚に伴う新生活のスタートアップに係るコスト（住宅取得、賃貸、引越、

リフォーム費用）に支援します。

町内経済に活気を！町内経済に活気を！  コロナに負けるな！ ふるさと消費キャンペーン事業コロナに負けるな！ ふるさと消費キャンペーン事業

プレミアム付商品券発行業務

　町内事業所で利用できるプレミアム付商品券を発行し、町内消費需要を喚起することで消費の拡大を図り、

町内経済全体の活性化に繋げます。

対　象　・夫婦ともに年齢が39歳以下

　　　　・世帯（夫婦）所得が400万円未満

補助額　・夫婦ともに29歳以下 ：60万円/世帯

　　　　・上記以外 ：30万円/世帯

U25夫婦支援事業　 　新規に婚姻した世帯に対し、新生活のスタートアップのための支援金を給付

します。

対　象　・夫婦ともに年齢が39歳以下で

　　　　　　　　　　　　　いずれかが25歳以下

　　　　・世帯（夫婦）所得が400万円未満

給付額　10万円/世帯

販売期間 令和4年8月6日（土） ～ 

過去のプレミアム商品券

詳しい説明は窓口で！
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第４回

定例会

小型除雪機等購入支援事業

№ 自治会名 予定メーカー 型　式 購入金額

1 安 川 ク ボ タ KSZ-1014DK1 1,471,000

2 石 山 ホ ン ダ HSM1590i 1,127,000

3 鹿 野 ホ ン ダ HSS1170n 491,000

4 野 尻 ホ ン ダ HSM1590i 1,127,000

5 坂 本 ヤンマー JL-2211, XV 2,416,000

6 西 谷 ホ ン ダ HSL2511（J） 1,591,000

7 中 ヤンマー JL-2211, XV 2,416,000

8 小 倉 ヤンマー JL-2211, XV 2,416,000

9 美 川 ホ ン ダ HSM1590i 1,127,000

10 三 重 ホ ン ダ HSM1590i 1,127,000

11 下 久 田 ホ ン ダ HSL2511（J） 1,591,000

合　　　計 16,900,000

※R3小型除雪機等購入補助希望結果より

導入予定機種（例）

【参考】

令和2年度

河 村 1,078,000

納 田 終 1,450,000

計 2,528,000

令和3年度

長 井 1,441,000

久 坂 1,450,000

計 2,891,000

中塚町政 第3期 

※質疑応答は10ページに記載しております。

6月補正（※肉付予算）29億 412万円増 ※肉
にく

付
づけ

予
よ

算
さん

　 町長選挙後に政策的な経費

を補正予算で計上するもの。

一般会計　104億  371万円

特別会計　  26億8165万円

おおい町の漁業を守る！ おおい町の漁業を守る！ 漁港施設整備事業・漁港管理事業漁港施設整備事業・漁港管理事業

コミュニティー活動の強化を！ コミュニティー活動の強化を！ 小型除雪機等購入支援事業小型除雪機等購入支援事業

河村防波堤整備　 　総事業費22億5,700万円をかけ令和5年度から8年度にかけて、河村防波堤を整

備します。本年度は、工事による近隣への影響調査や、基礎的な工事が行われます。

脇今安防波堤整備

　新たに防波堤を設置するための調査業務を行い

ます。調査内容は、現地測量・地質調査・基本設

計業務となります。  

　事業費や工期は基本設計が完了したのち公表と

なります。

日角浜船揚場レール改修工事

　船揚げ用レールの腐食が著しく、漁業経営に支障をきたすため、令和

4年度から6年度までの3ヵ年でレールの取り換え等の工事を行います。

　令和3年度に小型除雪機等購入補助の希望結果から、以下の集落に配備することと

なりました。

河村防波堤整備計画

※P19に関連記事あり

既設の日角浜船揚場レール
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🅠　 一般質問はどうなるの？ いつ行うのですか？ 

テレビ放映や傍聴は変わりますか。

🅐 　これまでと同じ、年4回の定例会議で行います。定例会議は

3月、6月、9月、12月の4回で、一般質問

の方法や議員の発言時間、テレビ放映、傍聴

に変更はありません。  

　実施については、有線放送やホームページ

でお知らせをしますので、ぜひ傍聴にお越し

ください。

特
　
集

おおい町議会災害時業務継続計画�

�

おおい町議会ＢＣＰ�

�

�

�

�

令和２年８月 �日策定�

おおい町議会�

特集2通年議会が  始まります通年議会が  始まります
の取り組みについて、様々な検討と議論を行ってきました。その結果、

会活動を行う通年議会の仕組みを取り入れることとし、6月定例会に

指定」を全会一致で可決しました。

を目指すための議会活動を進めます。

と、様々な「？」をお持ちの方が多いのではないかと思います。今

お答えします。

※善
ぜんせいきょうそう

政競争 とは…

　首長と議会が切磋琢磨して、よ

りよい政策・政治のために互いに

競争しながら町の運営を担おうと

いう意味の造語です。

🅠　 議会だよりはいつ発行しますか。

🅐 　定例会議の開催にあわせて、これまで

と同じ、3月、6月、9月、12月の年4

回の発行になります。  

　今年度も議会だよりアンケートを計画

していますので、通年議会へのご意見な

ども併せてぜひご意見をお聞かせくださ 

い。

🅠　 災害時などの緊急事態が起こった場合は  

どうなるのですか。

🅐 　通年議会は、必要に応じて本会議・委員会が年

間を通じて開けている会期制度であることから、

災害などの突発的な事件や緊急の行政課題などに

迅速に対応できます。
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♦通年議会

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

本会議
・ 年間を通して会期中となり、議会の判断で、定例会議・臨時会議
を開催し、議会審査を行う。

委員会 ・年間を通して委員会活動が可能となる。

通年議会が  始通年議会が  始
おおい町議会では、かねてより、議会の見える化や議会の活性化を進めるため

議会の会期を1年とすることで、必要に応じて議長が議会を招集し、審議や委員

おいて、「おおい町議会定例会条例」「同会議規則」「おおい町長の専決処分事項の

今後、町と議会が「二元代表制」の元、善政競争（※）により、より良いおおい町

難しい言葉を並べましたが…「通年議会ってなぁに？」「今までとどう変わるの？」

回の特集では、通年議会や今後の議会の活動について、町民の皆さんの「？」に、

🅠　 委員会の調査等が増えると、役場の業務負担が増え、通常業

務に影響が出るのでは。

🅐 　調査等の実施については、事前に年間計画を立てるなど、業

務の負担にならないように理事者と議会で調整を行います。

🅠　 委員会活動が活発になると聞きましたが、 

具体的にどういうこと？

🅐 　常任委員会は閉会中には活動ができず、閉会中の審査は届

出が必要です。通年議会では閉会期間がないこ

とから、年間を通して会期中となり委員会活動

が可能で、住民の関心や要望のある課題について、

調査や審査などが行え、それらの案件について

の政策提言等に繋がります。

🅠　今までとどう違うの？ 年中議会を開催するのですか？

🅐 　今までは年に4回の定例会と、必要の都度、臨時会を町長が招集してい

ました。通年議会では、町長は年に1回議会を招集し、必要に応じて議会

の判断で議会を開催します。年4回の

定例会議、必要に応じての臨時会議を

開催することで、従来の議事運営を大

きく変えることなく通年議会に移行し

ます。
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報告第 3号　株式会社 名田庄商会

　製造販売部門は年間を通じて安定した受注ができ、前年度を上回った。流星館及び頭巾山青少年旅行

村は、新型コロナウイルスの影響により、団体での予約が無く、計画を大きく下回った。道の駅、そば

処においては、昨年度を上回ることができた。最低賃金の引き上げ、原油価格や原材料費の高騰など非

常に厳しい経営状況が今後も続くことが予想されるが、経費削減、製造効率向上を図り、利益確保に重

点を置き事業運営に努める。

令和3年度決算額

利用料・販売料収入 1億2963万4592円 売上原価 9375万7437円

受託料 5759万8909円 販売管理費 1億1140万9694円

町補助金 1338万8000円 営業外費用 3万5560円

その他収入 189万7675円 合　計 2億0520万2691円

営業外収益 45万0000円 
当期経常利益（損失）税引前

合　計 2億0296万9176円  
▲223万3515円

特集3

流
　
星
　
館

収　

入

売 上 高 12,538,140 

頭
巾
山
青
少
年
旅
行
村

収　

入

売 上 高 752,483 

道
の
駅
名
田
庄

収　

入

売 上 高 21,986,444 

特
産
品
販
売
事
業

収　

入

売 上 高 91,468,933 

受 託 料 36,867,000 受 託 料 2,273,000 受 託 料 8,181,818 受 託 料 2,060,000 

町補助金 0 町補助金 0 町補助金 0 町補助金 13,388,000 

営業外収益 525,873 営業外収益 39,720 営業外収益 105,207 営業外収益 7,767,284 

純売上高 49,931,013 純売上高 3,065,203 純売上高 30,273,469 純売上高 114,684,217 

支　

出

売上原価 8,739,398 

支　

出

売上原価 65,825 

支　

出

売上原価 21,318,178 

支　

出

売上原価 73,667,888 

固 定 費 25,642,971 固 定 費 3,057,916 固 定 費 4,433,360 固 定 費 23,778,527 

変 動 費 13,022,899 変 動 費 1,790,883 変 動 費 2,756,782 変 動 費 14,489,268 

営業外費用 4,200,000 営業外費用 100,000 営業外費用 2,000,000 営業外費用 35,560 

支出合計 51,605,268 支出合計 5,014,624 支出合計 30,508,320 支出合計 111,971,243 

計 営業利益 ▲ 1,674,255 計 営業利益 ▲ 1,949,421 計 営業利益 ▲ 234,851 計 営業利益 2,712,974

報告第 7号　おおい町土地開発公社

　おおい町と連携して保有土地について積極的に有効活用の推進に努力した。令和3年度では4件1,145.50㎡の土地を売却した。

令和3年度決算額

事業収入 1504万3620円 原　価 1472万9740円

事業外収入 228円 販売管理費 61万3521円

合　計 1504万3848円 合　計 1534万3261円

 当期経常利益（損失）税引前　▲29万9413円

報告第 5号　公益財団法人 グリーン大飯農業公社

　地域農業の振興を図り、地域住民の利益増進に寄与するため、農作業の受委託に関する事業を中心に行い、

またおおい町や関係機関との連携を図り、支援体制を強化できるよう取り組んだ。

令和3年度決算額

事業収入 1936万7331円 固定費 2461万1831円

補助金 1696万4165円 販売管理費 271万9045円

雑収入 8万0434円 その他支出 46万3900円

その他収益 38万5601円 合　計 2779万4776円

合　計 3679万7531円

 当期経常利益（損失）税引前　900万2755円

法人の経営　状況の報告を受けました。

年度　決算報告

※株式会社名田庄商会が管理する施設から抜粋
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利 用 料 7,637,872 

い
き
い
き
長
寿
村

収　

入

利 用 料 10,766,289 

お
お
い
町
情
報
交
差
点

収　

入

利 用 料 91,818 

道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

収　

入

利 用 料 0 

販 売・
その他収入

2,535,699 
販 売・
その他収入

1,277,733 
販 売・
その他収入

8,778,919 
販 売・
その他収入

90,512,045 

受 託 金 78,896,000 受 託 金 66,479,000 受 託 金 12,329,000 受 託 金 5,454,546 

町補助金 0 町補助金 0 町補助金 0 町補助金 0

純売上高 89,069,571 純売上高 78,523,022 純売上高 21,199,737 純売上高 95,966,591 

支　

出

売上原価 2,438,955 

支　

出

売上原価 644,712 

支　

出

売上原価 4,851,396 

支　

出

売上原価 41,579,103 

固 定 費 49,991,106 固 定 費 34,158,960 固 定 費 8,816,773 固 定 費 32,413,947 

変 動 費 36,639,510 変 動 費 43,719,350 変 動 費 7,531,568 変 動 費 24,745,369 

支出合計 89,069,571 支出合計 78,523,022 支出合計 21,199,737 支出合計 98,738,419 

計 営業利益 0 計 営業利益 0 計 営業利益 0 計 営業利益 ▲2,771,828

報告第 2号　株式会社 おおい

　新型コロナウイルス感染拡大により、令和3年度も海水浴場の閉鎖や、「若狭おおいのスーパー大火勢」

の中止となったが、各施設においては感染対策を徹底し休業することなく営業できたことから、利用料

収入及び販売収入は前年より増加した。

　受託料とは町から支払われる運営に対する委託料である。

令和3年度決算額

利用料・販売料収入 3億4495万1138円 売上原価 1億6907万1482円

受託料 3億　398万5637円 販売管理費 4億8907万6143円

町補助金 531万1724円 合　計 6億5814万7625円

その他収入 950万  458円

営業外収益 71万9582円 当期経常利益（損失）税引前

合　計 6億6446万8539円  632万  914円

報告第 4号　わかさ大飯マリンワールド株式会社

　商業施設3店舗同時開業以来、更なる賑わいが創出され、うみんぴあエリア全体の集客が大幅に増加す

るなか、残る1区画（道の駅の正面区画）の民間企業誘致の早期実現に向け、おおい町との連携強化に努

めている。

令和3年度決算額

売上高 3910万4982円 売上原価 0円

特別利益 1901万1350円 販売管理費 3544万  230円

営業外収益 163万6157円 営業外費用 30万4211円

合　計 5975万2489円 合　計 3574万4441円

 当期経常利益（損失）税引前　2400万8048円

報告第 6号　株式会社 名田庄ウッディーセンター

　昨年同様にウッドショックの影響を受けて木材単価は高値で推移したものの、年末からの大雪による木材の

出材が滞り厳しい経営状況となった。年12回予定している木材の市売は、令和3年度は2回のみの開市となった。

令和3年度決算額

事業収入 1794万6521円 販売管理費計 2192万5410円

事業外収入 6万2737円

合　計 1800万9258円 　当期経常利益（損失）税引前　▲391万6152円

町が出資する6法人の経営　状況の報告を受けました。

令和 3年度　

※株式会社おおいが管理する施設から抜粋
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

令和４年第４回（６月）定例会　議案審議結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

報告第 1号 令和3年度一般会計繰越明許費繰越計算書

〈全協〉

承　　認

P10

報告第 2号 株式会社おおいの経営状況報告について 承　　認

報告第 3号 株式会社名田庄商会の経営状況報告について 承　　認

報告第 4号 わかさ大飯マリンワールド株式会社の経営状況報告について 承　　認

報告第 5号 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について 承　　認

報告第 6号 株式会社名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について 承　　認

報告第 7号 土地開発公社の経営状況報告について 承　　認

議案第33号 令和4年度一般会計補正予算（第2号）

〈予算〉

原案可決

議案第34号 令和4年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

P11

議案第35号 令和4年度国民健康保険診療事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第36号 令和4年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第37号 令和4年度簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第38号 令和4年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第39号 令和4年度特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決

議案第40号 動産の取得について（名田庄地域ごみ収集運搬車） 〈産建〉 原案可決

議案第41号 動産の取得について（学校給食センターコンテナ洗浄機） 〈総務〉 原案可決

議案第42号 令和4年度一般会計補正予算（第3号）

〈全協〉

原案可決

発議第 1号 議会定例会条例の全部改正について 原案可決

P12

発委第 2号 議会会議規則の一部改正について 原案可決

発議第 2号 町長の専決処分事項の指定について 原案可決

請願第 2号「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの中止を求める請願 〈産建〉 不 採 択

請願第 3号 インボイス（適格請求書）制度の中止を求める請願

〈総務〉

不 採 択

請願第 4号
保育所等の最低基準（職員配置・設備の面積基準）と、保育士の
処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出を求める請願書

不 採 択

── 議員派遣報告および議員派遣 ── 報告および派遣

── 委員会の閉会中の継続調査 ── 閉会中の継続調査

令和４年第３回（４月）臨時会　議案審議結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議・付託 議決結果 参照先

承認第 1号
専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一部を改正する
条例）

〈全協〉

承　　認

P9

承認第 2号
専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承　　認

承認第 3号
専決処分の承認を求めることについて（介護保険条例の一部を改正
する条例）

承　　認

議案第32号 令和４年度一般会計補正予算（第１号） 原案可決

同意第15号 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意第16号 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意第17号 監査委員の選任について 同　　意

同意第18号 教育委員会教育長の任命について 同　　意

── 委員会の閉会中の継続調査 ── 閉会中の継続調査

■賛否が分かれた議案

屋敷 田中 堤 桑田 細川 原田 藤原 辻 尾谷 猿橋啓 浜上 今川 松井 猿橋巧

承認第33号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ●

請願第 2号 ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ─ ○

請願第 3号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ─ ○

請願第 4号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ─ ○

○は賛成、●は反対、除は除斥、退は退席、欠は欠席　（松井議長は採決に加わらない）
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

第3回

臨時会

教
育
長
な
ど
の
任
命
に
同
意

■
審
議
内
容

臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
、

承
認
３

件
、
議
案
１

件
、
同

意
４

件
を
審
査
し
た
。

■
議
案
審
議

専
決
処
分
の
承
認

●
承
認
１

号
︿
全
協
﹀

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
︵
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︶

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ

た
住
宅
に
係
る
減
免
措
置

を
拡
充
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

問

今
現
在
、
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
い
る
住
宅
も
減
免
の
対
象

に
な
る
の
か
。

 

平
成
26

年
４

月
１

日

以
前
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
で
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

行
っ
た
も
の
が
対
象
と
な
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
承
認
２

号
︿
全
協
﹀

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
︵
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
︶

地
方
税
法
施
行
令
な
ど
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施

行
に
加
え
、
令
和
４

年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
対
す
る
財

政
支
援
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎

課
税
分
及
び
後
期
高
齢
者

支
援
分
に
係
る
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
。

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場

合
な
ど
に
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
期
間
を
１

年

延
長
し
、
令
和
４

年
度
の

課
税
分
に
つ
い
て
も
本
減

免
の
対
象
と
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
承
認
３

号
︿
全
協
﹀

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
︵
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
︶新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
な

ど
に
お
け
る
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減

免
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度

分
の
介
護
保
険
料
の
減
免
に

対
す
る
国
の
財
政
支
援
が
示

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

︻
主
な
改
正
内
容
︼

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
世
帯

の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

収
入
が
前
年
よ
り
も
一
定

程
度
減
少
し
た
場
合
、
令

和
３

年
度
に
引
き
続
き
、

令
和
４

年
度
分
の
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
も
本
減
免

の
対
象
と
す
る
。

主
な
質
疑

問

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化

に
よ
り
主
た
る
生
計

維
持
者
が
代
わ
る
場
合
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
。

 

主
た
る
生
計
維
持
者

に
つ
い
て
、
申
請
時

に
聞
き
取
り
調
査
も
行
う
な

か
で
、
生
計
維
持
者
が
毎
年

代
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算

●
議
案
32

号
︿
全
協
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

１

０

０

０

万
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○
商
工
管
理
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
第
６

波
の
影
響
に
よ
り
、

売
上
が
大
き
く
減
少
し
た
事

業
者
に
対
し
て
、
県
の
補
助

に
町
の
補
助
を
上
乗
せ
す
る

も
の
。

１

０

０

０

万
円
増
額

主
な
質
疑

問

令
和
３

年
度
実
績
の

72

事
業
者
の
法
人
と

個
人
事
業
主
の
内
訳
は
。

 

個
人
事
業
主
が
７

割
、
法
人
が
３

割
の

割
合
で
あ
っ
た
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

教
育
委
員
な
ど
の
任
命

●
同
意
15

~
16

号
︿
全
協
﹀

お
お
い
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

【
再
任
】

藤ふ
じ

原わ
ら　

正ま
さ

昭あ
き

（
宮
留
）

【
再
任
】

小お

野の　

義よ
し

一か
ず

（
名
田
庄
久
坂
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

●
同
意
17

号
︿
全
協
﹀

お
お
い
町
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の

方
の
選
任
に
同
意
し
た
。

【
再
任
】

猿さ
る

橋は
し　

繁し
げ

好よ
し

（
６

区
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

●
同
意
18

号
︿
全
協
﹀

教
育
長
の
辞
職
に
伴
い
、

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
た
。

【
新
任
】

菅す
が

原は
ら　

泰た
い

一い
ち

（
名
田
庄
下
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

■
審
議
内
容

定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
、

報
告
７

件
、
議
案
10

件
、
発

議
２

件
、
発
委
１

件
、
請
願

３

件
を
審
査
し
た
。

■
報
告
事
項

●
報
告
１

号
︿
全
協
﹀

令
和
３

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書

【
全
会
一
致
・
承
認
】

●
報
告
２
号
~
７

号
︿
全
協
﹀

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
町
が
出
資
す
る
６

法

人
の
令
和
３

年
度
の
経
営
状

況
の
報
告
を
受
け
た
。

※ 

６

・
７

ペ
ー
ジ
（
特
集
３

）

に
関
連
記
事
あ
り
。

【
全
会
一
致
・
承
認
】

■
議
案
審
議

補
正
予
算

●
議
案
33

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶

26

億
８

９

４

３

万
２

千
円

増
額

※ 

２

・
３

ペ
ー
ジ
（
特
集
１

）

に
関
連
記
事
あ
り
。

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○
庁
舎
等
管
理
事
業

２

４

４

８

万
２

千
円
増
額

○
防
災
対
策
事
業

９

７

２

２

万
４

千
円
増
額

○
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

４

７

０

万
６

千
円
増
額

○
町
行
分
収
造
林
事
業

９

６

７

万
３

千
円
増
額

○
商
工
管
理
事
業

１

８

０

９

万
５

千
円
増
額

○
漁
港
施
設
整
備
事
業

２

億
８

３

４

９

万
円
増
額

主
な
質
疑

問

庁
舎
等
管
理
事
業
の

議
場
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
、
理
事
者
席
や

傍
聴
席
な
ど
、
全
体
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
考
え
て
い
る

の
か
。 

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス

を
想
定
し
た
い
が
、

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で

は
全
体
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
現
実
的
で
は
な
い
と
考
え

る
。問

防
災
対
策
事
業
で
は

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
を
購
入
す

る
計
画
だ
が
、
簡
易
ト
イ
レ

の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

 

防
災
倉
庫
を
設
け
て

防
災
用
資
機
材
を
備

蓄
し
て
い
る
中
に
、
一
定
数

の
簡
易
ト
イ
レ
を
確
保
し
て

い
る
が
、
十
分
な
量
と
は
言

い
切
れ
な
い
た
め
、
今
後
、

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

問

結
婚
新
生
活
支
援
事

業
は
国
が
行
う
も

の
、
県
が
行
う
も
の
、
そ
れ

ぞ
れ
補
助
対
象
者
や
補
助
額

が
違
う
た
め
、
非
常
に
分
か

り
に
く
い
事
業
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
所
得
制
限
も
あ
る

た
め
、
申
請
を
し
て
も
要
件

に
合
わ
な
い
た
め
補
助
を
受

け
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ

る
。
窓
口
の
対
応
が
重
要
に

な
る
が
、
対
策
は
考
え
て
い

る
の
か
。

 

提
出
さ
れ
た
時
点
で

窓
口
職
員
が
制
度
の

説
明
を
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
担
当
課
で
は
制
度
を
十

分
に
理
解
す
る
た
め
の
勉
強

を
行
い
、
年
齢
要
件
や
所
得

要
件
な
ど
を
し
っ
か
り
と
説

明
で
き
る
よ
う
し
て
お
く
。

ま
た
、
広
報
等
で
も
周
知
を

し
て
い
く
。

問

コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
ふ
る
さ
と
消
費

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
で
は
、

高
所
得
者
ほ
ど
恩
恵
を
受
け

や
す
い
と
言
う
声
が
あ
る
。

こ
の
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
る
か
。

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
に
よ

り
、
低
迷
す
る
町
内
消
費
需

要
を
喚
起
す
る
こ
と
で
消
費

拡
大
を
図
り
、
町
内
経
済
全

体
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
商
工
業

等
の
活
性
化
に
特
化
し
た
施

策
で
あ
る
。
生
活
支
援
等
の

施
策
は
別
事
業
に
あ
る
た
め

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問

町
の
方
針
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
と
あ
る
が
、
今

回
更
新
す
る
公
用
車
は
電
気

自
動
車
で
も
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

 

脱
炭
素
化
を
進
め
る

中
で
、
Ｅ
Ｖ
化
以
外

で
も
水
素
な
ど
を
使
用
し
た

も
の
も
あ
る
た
め
、
熟
考
す

る
時
間
も
必
要
だ
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

明
確
に
し
て
い
き
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た

も
の
に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

討　

論

○
反
対 

猿
橋
　
巧 

議
員

原
子
力
関
連
収
入
と
そ
れ

を
利
用
し
た
事
業
配
分
と

な
っ
て
お
り
、
原
発
依
存
財

政
か
ら
脱
却
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

○
賛
成 

辻
　
　
徹 

議
員

産
業
振
興
、
防
災
、
施
設

改
修
、
少
子
化
対
策
、
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
予
算
配
分
し
て
お
り
住
民

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。

【
賛
成
多
数
・
可
決
】

第4回

定例会

補
正
予
算
を
可
決
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

●
議
案
34

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
１

号
︶

98

万
６

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
35

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
国
民
健
康
保
険

診
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
︵
第
１

号
︶

１

９

０

２

万
３

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
36

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

２

２

１

万
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
37

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１

号
︶３

２

９

３

万
８

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
38

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
１

号
︶

５

７

１

２

万
５

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
39

号
︿
予
算
﹀

令
和
４

年
度
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１

号
︶

５

５

１

３

万
４

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】

動
産
の
取
得

●
議
案
40

号
︿
産
建
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
名

田
庄
地
域
ご
み
収
集
運
搬
車
︶

令
和
５

年
度
の
広
域
ご
み

焼
却
施
設
の
稼
働
に
伴
い
、

運
搬
距
離
が
延
び
る
た
め
、

新
た
に
ご
み
収
集
運
搬
車
１

台
を
購
入
す
る
も
の
。

・
契
約
金
額

１

０

９

７

万
８

千
円

・
契
約
の
相
手
方

久
坂
モ
ー
タ
ー
ス

主
な
質
疑

問

広
域
ご
み
処
理
施
設

へ
の
運
搬
は
、
各
市

町
で
行
う
の
か
、
ま
た
、
車

両
の
管
理
も
各
市
町
で
実
施

す
る
の
か
。

今現在のごみ収集運搬車

 

広
域
ご
み
処
理
施
設

へ
の
運
搬
、
車
両
の

管
理
に
お
い
て
も
各
市
町
で

実
施
す
る
。

問

増
車
を
し
た
場
合
の

運
行
方
法
と
、
人
員

不
足
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

 

運
行
方
法
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
１

台
目
に

２

名
収
集
員
が
乗
車
し
、
名

田
庄
地
域
の
半
分
の
ご
み
を

収
集
す
る
。
１

台
目
を
駐
車

し
て
お
き
、
残
り
の
１

台
に

同
じ
収
集
員
２

名
が
乗
車
し

て
残
り
半
分
の
地
域
を
回

る
。
そ
の
後
、
２

台
そ
れ
ぞ

れ
に
１

名
乗
車
し
て
広
域
ご

み
処
理
施
設
へ
運
搬
す
る
の

で
、
現
有
の
人
員
で
不
足
は

発
生
し
な
い
。

問

今
後
、
可
燃
ご
み
に

プ
ラ
ご
み
を
混
合
し

た
も
の
を
処
理
す
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
が
、
１

回
に
集

め
る
量
が
増
え
て
収
集
に
影

響
は
で
な
い
か
。

 

ご
み
の
収
集
量
が
増

え
る
可
能
性
は
あ
る

か
と
思
う
が
、
状
況
を
み
な

が
ら
問
題
が
あ
れ
ば
検
討
し

対
応
し
て
い
く
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
議
案
41

号
︿
総
務
﹀

動
産
の
取
得
に
つ
い
て
︵
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
コ
ン
テ
ナ

洗
浄
機
︶

お
お
い
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
厨
房
機
器
の
コ
ン

テ
ナ
洗
浄
機
を
更
新
す
る
も

の
。

・
契
約
金
額

１

２

１

５

万
９

千
４

百
円

・
契
約
の
相
手
方

畑
中
厨
房
株
式
会
社

主
な
質
疑

問

購
入
す
る
洗
浄
機
の

機
能
は
、
今
ま
で
と

変
わ
る
の
か
。

 

コ
ン
テ
ナ
を
洗
浄
す

る
時
間
が
現
状
よ
り

短
縮
さ
れ
る
。

問

既
設
の
洗
浄
機
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
る

の
か
。

 

既
設
の
洗
浄
機
は
購

入
か
ら
31

年
経
過
し

て
お
り
、
下
取
り
は
無
く
、

取
り
外
し
て
新
た
な
洗
浄
機

を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

補
正
予
算

●
議
案
42

号
︿
全
協
﹀

令
和
４

年
度
お
お
い
町
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶

４

７

２

８

万
７

千
円
増
額

︻
主
な
歳
出
内
容
︼

○ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

１

９

５

７

万
４

千
円
増
額

○ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業

８

７

７

万
円
増
額

○
農
業
緊
急
支
援
事
業

１

４

６

０

万
８

千
円
増
額

○
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

２

３

６

万
４

千
円
増
額

【
全
会
一
致
・
可
決
】
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特
　
集

活
動
報
告

一
般
質
問

追
　
跡

審
議
内
容

条
例
・
規
則
の
改
正

●
発
議
第
１

号
︵
全
協
︶

お
お
い
町
議
会
定
例
会
条
例

の
全
部
改
正
に
つ
い
て

議
会
活
動
の
よ
り
一
層
の

活
性
化
の
た
め
、
定
例
会
の

回
数
を
年
１

回
と
し
、
通
年

議
会
を
導
入
す
る
た
め
の
改

正
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
発
委
第
２

号
︵
全
協
︶

お
お
い
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

通
年
議
会
の
導
入
に
あ
た

り
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
発
議
第
２

号
︵
全
協
︶

お
お
い
町
長
の
専
決
処
分
事

項
の
指
定
に
つ
い
て

町
長
に
お
い
て
専
決
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
を

定
め
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

請
　
願

●
請
願
第
２

号

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

交
付
金
」
の
見
直
し
の
中
止

を
求
め
る
請
願

紹
介
議
員
:
猿
橋
　
巧

国
の
農
業
政
策
に
長
年
に

わ
た
っ
て
協
力
し
て
き
た
農

家
を
交
付
金
の
対
象
か
ら
排

除
す
る
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
い
交
付
金
」
の
見
直
し

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を

政
府
・
農
林
水
産
省
へ
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

意見

 

麦
な
ど
を
作
る
の
に

地
盤
の
か
さ
上
げ
を

行
っ
た
り
し
て
、
転
作
に
協

力
し
て
き
た
農
家
に
は
、
全

国
的
に
見
て
も
反
発
は
大
き

い
と
思
い
採
択
に
賛
成
す
る
。

意見

 

政
府
の
農
業
政
策
に

対
す
る
目
ま
ぐ
る
し

い
変
更
に
農
家
が
困
っ
て
い

る
状
況
は
理
解
で
き
る
が
、

直
近
の
問
題
と
し
て
燃
料
高

騰
並
び
に
肥
料
価
格
の
高
騰

な
ど
が
あ
る
中
で
、
今
回
こ

の
提
出
さ
れ
た
内
容
は
、
水

田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付

金
だ
け
を
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
、
不
採
択
と
す
べ

き
。討　

論

○
賛
成 

細
川 

正
博 

議
員

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

い
交
付
金
」
の
見
直
し
は
農

家
の
生
産
意
欲
を
削
ぎ
、
国

内
の
穀
物
需
給
率
を
上
げ
る

政
策
か
ら
矛
盾
し
て
い
る
な

ど
の
点
か
ら
こ
の
請
願
に
賛

成
す
る
。

猿
橋
　
巧 

議
員

稲
作
へ
の
復
帰
は
毎
年
の

よ
う
に
転
作
を
迫
っ
て
き
た

政
府
の
姿
勢
と
矛
盾
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
請

願
に
賛
成
す
る
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

●
請
願
第
３

号
︿
総
務
﹀

イ
ン
ボ
イ
ス
︵
適
格
請
求
書
︶

制
度
の
中
止
を
求
め
る
請
願

書
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
は
家

族
農
家
と
そ
の
営
農
を
守
っ

て
き
た
産
直
組
織
の
経
営
を

直
撃
す
る
大
問
題
で
あ
る
た

め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書
を
政

府
・
財
務
省
へ
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

意見

 

公
平
な
税
制
度
と
正

確
な
消
費
税
の
計
算

の
面
か
ら
、
制
度
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

討　

論

○
賛
成 

猿
橋
　
巧 

議
員

こ
の
制
度
は
全
国
の
中
小

零
細
企
業
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
か
ら
こ
の
制
度
の
導

入
に
反
対
し
、
こ
の
請
願
に

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

●
請
願
第
４

号
︿
総
務
﹀

保
育
所
等
の
最
低
基
準
︵
職

員
配
置
・
設
備
の
面
積
基

準
︶
と
、
保
育
士
の
処
遇
の

抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

書
「
保
育
所
等
の
最
低
基
準

（
職
員
配
置
・
設
備
の
面
積

基
準
）
と
、
保
育
士
の
処
遇

の
抜
本
的
な
改
善
を
求
め
る

意
見
書
を
国
へ
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

意見

 

職
員
配
置
や
面
積
基

準
の
変
更
に
よ
り
建

物
の
拡
張
の
必
要
が
生
じ
、

現
状
で
は
保
育
児
童
の
定
員

を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
こ
と
や
、
保
育
士
の
不
足

に
よ
り
、
待
機
児
童
が
増
え

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

意見

 

保
育
士
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
具
体
的
な

改
善
内
容
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

討　

論

○
賛
成 

猿
橋
　
巧 

議
員

少
子
化
対
策
や
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
充
実
と
言
い
な

が
ら
、
現
実
と
程
遠
い
の
は
、

設
置
基
準
や
処
遇
の
改
善
を

国
が
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が

原
因
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

た
め
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す

る
。

【
賛
成
少
数
・
不
採
択
】

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
65

号
の

５

ペ
ー
ジ
、
「
水
面
多

目
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
」
の
予
算
額
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　

︵
誤
︶　

５

５

６

万
円

　
　
　
　
　
　

←

　

︵
正
︶　

55

万
６

千
円
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特
　
集

審
議
内
容

一
般
質
問

追
　
跡

活
動
報
告

北
陸
新
幹
線
を
早
く
大
阪
ま
で
! !

北
陸
新
幹
線
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
建
設 

促
進
同
盟
会
総
会
及
び
決
起
大
会
を
開
催

︻
開
催
日
︼
令
和
4

年
6

月
18

日

︻
場
　
所
︼
小
浜
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
を
み
ん
な
の
力
で

早
期
実
現
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
国
会
議

員
や
福
井
県
知
事
、
関
係
機
関
及
び
沿
線

自
治
体
首
長
や
議
員
が
多
数
出
席
し
、
今

年
の
大
会
に
は
一
般
参
加
の
方
も
多
数
出

席
し
て
の
開
催
と
な
り
、
大
き
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
早
期
実
現
に
向
け
た

大
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

一
． 

環
境
影
響
評
価
を
本
年
度
中
に
終
了

す
る
こ
と
。

一
． 

令
和
5

年
度
か
ら
工
事
を
着
工
し
、

12

年
度
末
に
は
新
大
阪
ま
で
の
全
線

開
通
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
． 

小
浜
線
は
並
行
在
来
線
に
該
当
し
な

い
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
強
い
決
議
が
出
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
が
令
和
6

年
春

と
な
り
、
あ
と
1

年
半
程
度
で
新
幹
線
が

嶺
南
に
や
っ
て
き
ま
す
。

県
と
嶺
南
6

市
町
は
開
業
効
果
を
よ
り

嶺
南
全
体
に
循
環
さ
せ
る
べ
く
、
今
ま
で

以
上
に
二
次
交
通
政
策
や
観
光
政
策
な
ど

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延
伸
さ
れ
る

こ
と
で
「
さ
あ
、
次
は
大
阪
ま
で
だ
!!
」

と
沿
線
自
治
体
で
は
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

い
つ
か
ら
工
事
が
始
ま
る
の
？

北
陸
新
幹
線
を
大
阪
ま
で
延
伸
す
る
た

め
に
は
五
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
着

工
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
安
定
的
な
財
源
見
通
し
の
確
保

②
収
支
採
算
性

③
投
資
効
果

④
営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
同
意

⑤ 

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
に
つ
い
て
沿

線
自
治
体
か
ら
の
同
意

こ
の
よ
う
な
五
つ
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
初
め
て
工
事
着

工
と
な
り
ま
す
。

本
当
に
12

年
度
末
ま
で
に
つ
な
が
る
？

現
在
、
北
陸
新
幹
線
を
大
阪
ま
で
つ
な

ぐ
た
め
、
ル
ー
ト
を
あ
る
程
度
絞
り
、
工

事
や
新
幹
線
運
用
に
あ
た
り
、
そ
の
周
辺

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
の
環

境
影
響
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

終
了
し
た
あ
と
、
用
地
確
保
や
工
事
着
工

と
な
り
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
も
残
土
問

題
や
地
下
水
の
問
題
、
都
市
部
で
の
高
難

易
度
の
工
事
な
ど
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
完
成
年
度
は
未
定
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
大
会
決

議
を
尊
重
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

京
は
遠
~
て
も
19

分
！

全
線
開
通
で
、
京
都
ま
で
19

分
。
大
阪

ま
で
38

分
。

Reportリポート

所
要
時
間

（
全
線
開
業
後
）

小
浜
〜
大
阪
ル
ー
ト

敦賀駅工事風景

敦賀駅完成

イメージ

早期実現に向けた

ガンバロー三唱

ガンバ
ロー!

!!

ガンバ
ロー!

!!

ガンバロー!!!
ガンバロー!!!

ガンバロー!!!

ガンバロー!!!
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一
般
質
問

◥ 
赤
字
の
小
浜
線
、
今
後
は

町
長 
小
浜
線
の
活
性
化
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く

問

Ｊ
Ｒ
は
小
浜
線
の
赤

字
が
18

億
円
と
の
営

業
収
支
を
示
し
、
後
全
て
の

沿
線
自
治
体
に
対
し
地
域
公

共
交
通
の
在
り
方
を
議
論
す

る
場
を
要
請
し
て
い
る
が
、

今
後
の
町
の
考
え
と
方
向
性

は
。

︵
町
長
︶
嶺
南
沿
線
自

治
体
、
福
井
県
、
鉄

道
事
業
者
と
の
間
で
締
結
し

た
小
浜
線
沿
線
観
光
活
性
化

に
関
す
る
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
相
互
に
連
携
協
力
し
な

が
ら
、
重
要
な
小
浜
線
の
活

性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

「
探
求
」
学
習
の
様
子

や
成
果
は

問

小
・
中
学
校
で
導
入

さ
れ
て
い
る
「
探
求
」

授
業
の
学
習
の
様
子
や
成
果

は
。

︵
教
育
長
︶
国
際
理

解
な
ど
現
代
的
な
諸

課
題
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
伝
統
と
文
化
、
地
域
や
学

校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
、

児
童
・
生
徒
の
興
味
関
心
に

基
づ
く
課
題
な
ど
を
踏
ま
え

た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
課

題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、

整
理
・
分
析
、
ま
と
め
、
表

現
な
ど
の
探
求
的
な
学
習
の

過
程
に
お
い
て
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
成

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
習
の
成
果
は
授

業
参
観
日
や
総
合
的
な
学
習

の
ま
と
め
と
し
て
学
習
発
表

会
な
ど
を
行
い
保
護
者
か
ら

も
大
変
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。問

選
挙
権
や
成
人
年
齢

が
18

歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
高
校
生
に
と
っ
て
政

治
や
社
会
が
身
近
な
も
の
と

な
り
、
自
ら
考
え
積
極
的
に

国
家
や
社
会
の
形
成
に
参
画

す
る
必
要
が
出
て
き
た
。

小
・
中
学
校
で
の
探
求
の
学

び
が
、
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
て
い
る
か
。

︵
教
育
長
︶
こ
こ
数

年
で
高
校
か
ら
優
れ

た
実
践
が
出
て
き
た
実
感
が

あ
る
。
小
・
中
学
校
の
総
合

的
な
学
習
は
高
等
学
校
に
先

行
し
て
の
実
践
の
積
み
重
ね

が
あ
り
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
よ
り

嶺
南
教
育
事
務
所
は
ふ
る
さ

と
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
小
・
中
・
高
の
連

携
や
市
町
間
で
の
実
践
交
流

を
推
進
し
て
お
り
、
更
に
ふ

る
さ
と
教
育
を
重
視
し
た
探

求
学
習
が
実
践
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
む
。

課
外
体
育
授
業
の 

導
入

問

運
動
部
活
動
の
指
導

体
制
の
課
題
や
、
少

子
化
に
伴
う
チ
ー
ム
競
技
な

ど
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

︵
教
育
長
︶
町
内
の

中
学
校
の
生
徒
数
は

こ
の
30

年
間
で
53

％
の
減
少

し
、
少
子
化
の
影
響
で
今
後

の
各
中
学
校
の
部
活
動
存
続

に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
指
導
す
る
教
職
員
が
競

技
経
験
の
な
い
方
も
多
く
、

現
在
は
外
部
か
ら
も
部
活
動

指
導
員
を
招
聘
し
指
導
を
し

て
い
る
事
も
課
題
だ
と
考
え

る
。問

課
題
解
決
に
向
け
て

町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

︵
教
育
長
︶
町
で
は

地
域
で
の
受
皿
や
広

域
で
の
ク
ラ
ブ
組
織
の
体
制

づ
く
り
、
費
用
負
担
等
に
つ

い
て
保
護
者
の
協
力
や
様
々

な
課
題
解
決
の
た
め
学
校
と

町
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

と
の
協
議
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
部
活
動
は
豊
か
な

心
を
育
て
、
集
団
の
中
で
互

い
に
認
め
合
い
、
励
ま
し
合

い
、
高
め
合
い
な
が
ら
自
己

部
活
動
の
様
子

の
存
在
や
責
任
を
見
詰
め
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
能
力
や
態
度
を
育

て
る
こ
と
か
ら
、
部
活
動
の

存
続
と
大
会
へ
の
参
加
支
援

に
つ
い
て
配
慮
を
考
え
て
い

る
。新

生
児
の
聴
覚
検
査

の
実
施
に
つ
い
て

問

公
費
負
担
の
聴
覚
検

査
は
、
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

︵
す
こ
や
か
健
康
課
長
︶

妊
娠
届
の
受
付
時
に

全
て
の
妊
婦
の
方
に
他
の
受

診
票
と
併
せ
て
新
生
児
の
聴

覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

受
診
票
を
お
渡
し
、
生
後
３

日
以
内
に
初
回
検
査
を
、
ま

た
初
回
検
査
で
再
検
査
と

な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
後
１

週
間
以
内
に
確
認
検
査
を

行
っ
て
い
る
。

　

令
和
３

年
度
に
出
生
さ
れ

た
全
て
の
新
生
児
69

名
が
検

査
を
受
診
し
て
い
る
。

田
たなか

中  秀
ひでき

樹

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！

6

月
定
例
会
で
は
、
5

人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒
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◥ 
旧
東
部
診
療
所
、
旧
名
田
庄
児
童
館
の
跡
地
を

交
流
広
場
と
し
て
は

町
長 
施
策
の
方
向
と
合
致
す
る
の
で
提
案
を
参
考
と
し
た
い

問

名
田
庄
地
域
の
旧
東

部
診
療
所
、
旧
名
田

庄
児
童
館
の
解
体
と
跡
地
利

用
は
。

︵
町
長
︶
隣
接
す
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
屋
外

遊
具
を
含
め
、
全
体
的
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
検
討
の

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

問

遊
具
を
備
え
た
子
ど

も
の
遊
び
場
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
の
交
流

広
場
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

︵
町
長
︶
施
策
の
方

向
と
合
致
す
る
の
で

提
案
を
参
考
と
し
た
い
。

問

今
後
、
公
共
施
設
が

廃
止
に
な
っ
た
場
合

の
取
り
扱
い
は
。

︵
総
務
課
長
︶
建
物

の

解

体

は
、
防

犯

や
、
景
観
上
か
ら
早
期
の
対

応
が
望
ま
し
い
が
、
財
政
的

理
由
が
大
き
く
補
助
制
度
を

利
用
し
た
一
体
的
な
計
画
が

必
要
と
な
る
。

　

立
地
条
件
に
応
じ
て
個
別

の
検
討
を
行
い
、
財
政
状
況

を
勘
案
し
て
対
応
し
た
い
。

問

岩
の
鼻
遺
跡
館
は
今

年
閉
館
に
な
る
が
、

展
示
機
能
の
移
転
先
や
そ
の

後
の
展
示
な
ど
の
計
画
は
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

一
滴
文
庫
や
、
暦
会

館
、
公
民
館
な
ど
で
巡
回
展

を
検
討
し
て
い
る
。
郷
土
資

料
館
で
の
常
設
展
示
に
も
努

め
る
。

堤
つつみ

 　 満
みつや

也

教
育
の
充
実
強
化

問

町
の
方
針
と
し
て
の

教
育
の
充
実
強
化
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
実
績

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

︵
教
育
長
︶
町
費
負

担
講
師
12

名
の
配
置

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

２

名
の
配
置
、
平
成
26

年
度

よ
り
、
県
内
に
先
駆
け
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
環
境
整
備
を

行
っ
た
。

　

今
後
も
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
教
育
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

生
徒
の
特
性
を
見
い

だ
し
て
、
伸
ば
せ
る

教
育
が
重
要
と
考
え
る
が
。

︵
教
育
長
︶
き
め
細

か
な
指
導
体
制
の
整

備
に
努
め
、
「
個
に
応
じ
た

指
導
」
「
能
動
的
な
学
習
」

を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

情
報
弱
者
※

支
援

問

こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
よ
り
、
電

子
情
報
機
器
の
利
用
が
う
ま

く
で
き
な
い
と
不
利
益
が
生

じ
る
。
情
報
機
器
の
貸
し
出

し
、
操
作
知
識
の
習
得
、
疑

問
に
対
し
て
随
時
の
支
援
が

さ
ら
に
必
要
で
は
な
い
か
。

へ
し
こ
づ
く
り
に
挑
戦

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

今
年
度
よ
り
パ
ソ
コ

ン
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
相
談
会
を
開
催
す
る
。

問

相
談
会
の
回
数
は
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

各
公
民
館
で
年
間
２

回
開
催
す
る
が
、
今
年
度
の

状
況
を
み
な
が
ら
来
年
度
も

継
続
す
る
方
針
で
あ
る
。

問

随
時
支
援
に
つ
い
て

相
談
相
手
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
、
公
民
館
で
相

談
で
き
な
い
か
。

︵
社
会
教
育
課
長
︶

人
的
な
問
題
が
あ

り
、
い
つ
で
も
可
能
と
は
言

え
な
が
、
相
談
体
制
整
備
に

つ
い
て
今
後
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

　

ま
た
、
通
常
窓
口
で
対
応

可
能
な
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
対

応
で
き
る
。

岩
の
鼻
遺
跡
館

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習

旧東部診療所・旧名田庄児童館

※ 

情
報
の
入
手
や
利
用
に
つ
い
て

困
難
を
抱
え
る
人
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◥ 
本
郷
の
浸
水
被
害
対
策
は

町
長 

お
お
い
町
商
工
会
館
跡
地
に
貯
溜
槽
を
設
置
す
る

問

よ
ば
た
川
、
樋
の
口

川
の
浸
水
被
害
対
策

計
画
に
つ
い
て
、
お
お
い
町

商
工
会
館
跡
地
に
貯
水
タ
ン

ク
を
建
設
す
る
予
定
だ
が
、

設
計
業
務
か
ら
完
成
ま
で
の

計
画
は
。

︵
町
長
︶
本
年
度
に

建
物
解
体
設
計
調
査

を
行
っ
た
後
、
建
物
解
体
工

事
、
解
体
後
の
地
質
調
査
、

そ
の
調
査
に
基
づ
く
予
備
設

計
、
実
施
設
計
を
順
次
行
っ

た
上
で
貯
溜
槽
の
設
置
工
事

に
着
手
す
る
。

問

解
体
工
事
か
ら
地
質

調
査
、
設
計
、
設
置

工
事
ま
で
、
現
段
階
で
何
年

後
に
完
成
す
る
計
画
か
。

︵
建
設
課
長
︶
令
和

４

年
度
に
建
物
の
解

体
に
係
る
調
査
設
計
を
行

い
、
来
年
度
に
解
体
工
事
、

そ
の
翌
年
度
に
地
質
調
査
、

用
地
測
量
、
予
備
設
計
、
令

和
７

年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
８

・
９

年
度
の
２

年
間
で
工
事
を
実
施
し
、
令

和
９

年
度
に
完
了
す
る
現
段

階
で
の
計
画
で
あ
る
。

問

増
水
時
に
お
い
て
常

設
の
ポ
ン
プ
の
稼
働

や
臨
時
ポ
ン
プ
の
設
置
す
る

基
準
は
あ
る
の
か
。

︵
建
設
課
長
︶
水
位

基
準
は
設
け
て
い
な

い
が
、
佐
分
利
川
の
水
位
が

増
し
始
め
、
両
河
川
の
流
れ

が
止
ま
り
自
然
に
流
下
さ
れ

な
く
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
時
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水

門
を
閉
じ
て
、
そ
れ
と
同
時

に
常
設
し
て
い
る
ポ
ン
プ
を

稼
働
さ
せ
強
制
の
排
出
を
行

う
。
そ
の
後
、
な
お
も
水
位

が
上
昇
す
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
て
い
る
臨
時
ポ
ン
プ
を

作
動
さ
せ
る
等
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

猿
さるはし

橋  啓
けいいち

一

問

ポ
ン
プ
操
作
は
何
名

で
対
応
し
て
い
る
の

か
。

︵
建
設
課
長
︶
常
設

の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て

は
、
町
の
職
員
が
２

名
で
対

応
し
、
臨
時
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
は
委
託
業
者
に
て
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

問

商
工
会
館
跡
に
何
ト

ン
の
貯
溜
槽
を
設
置

し
、
ま
た
、
利
用
方
法
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
建
設
課
長
︶
現
段

階
で
計
画
し
て
い
る

貯
溜
槽
の
容
量
は
、
１

，
７

３

０

立
米
を
計
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
浸
水
対
策
の
対

応
方
針
と
し
て
は
、
常
設
の

ポ
ン
プ
と
新
設
計
画
し
て
い

る
貯
溜
槽
施
設
に
た
め
た
水

を
雨
が
止
ん
だ
後
、
河
川
の

水
位
が
下
が
っ
た
段
階
で
、

貯
溜
槽
か
ら
ポ
ン
プ
で
佐
分

利
川
に
排
出
す
る
。

問

直
接
放
流
区
域
の
放

水
量
も
加
味
し
た
検

討
を
加
え
て
も
ら
い
た
い

が
、
見
解
は
。

︵
町
長
︶
今
後
地
質

調
査
を
進
め
て
い
く

中
で
、
躯
体
の
大
き
さ
を
検

討
し
て
い
く
。
折
し
も
温
暖

化
に
よ
り
飽
和
水
蒸
気
量
が

増
え
る
と
当
然
雨
量
的
に
は

増
嵩
の
関
係
に
あ
り
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
た
い
。
一

方
、
ハ
ー
ド
面
の
貯
溜
槽
設

置
だ
け
で
到
底
防
げ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
流
域
治
水

の
中
で
、
例
え
ば
作
物
に
被

害
の
な
い
よ
う
な
田
ん
ぼ
ダ

ム
的
な
も
の
も
総
合
的
に
勘

案
を
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

旧
商
工
会
館

よばた川 樋の口川
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特
　
集

活
動
報
告

審
議
内
容

追
　
跡

一
般
質
問

◥ 
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

町
長 

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
と
連
携
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ 

シ
ス
テ
ム
を
整
備

原
はらだ

田  和
かずみ

美

問

シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
せ
、

開
業
10

年
を
迎
え
る
「
道
の

駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
は
な

い
か
。
町
の
考
え
は
。

︵
町
長
︶
相
乗
効
果

を
図
る
た
め
、
道
の

駅
と
シ
ー
シ
ー
パ
ー
ク
が
連

携
す
る
た
め
の
、
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
（
※
）

の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

動
画
や
静
止
画
で
お
互
い
の

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
を
流
す
こ

と
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

参
画
者
協
議
会
を
通
じ
て
、

陳
列
棚
の
改
修
や
売
り
場
ス

ペ
ー
ス
の
見
直
し
、
経
年
劣

化
に
伴
う
修
繕
対
応
な
ど
の

意
見
や
要
望
を
受
け
て
お

り
、
対
応
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
清
潔
で
綺
麗
な

施
設
の
維
持
が
必
要
で
、
修

繕
な
ど
は
発
覚
し
た
都
度
、

迅
速
な
対
応
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。
維
持
管
理
に
お
い

て
、
点
検
や
調
査
、
ま
た
、

町
、
指
定
管
理
者
、
参
画
者

の
情
報
共
有
と
連
携
は
十
分

行
わ
れ
て
い
る
か
。

︵
商
工
観
光
課
長
︶

施
設
の
定
期
点
検
や

施
設
管
理
者
に
よ
る
日
常
の

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
「
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ

大
飯
参
画
者
協
議
会
」
を
定

期
的
に
開
催
し
、
出
荷
者
や

お
客
さ
ん
か
ら
の
要
望
の
共

有
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

問

施
設
の
魅
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
増
改
築

と
い
っ
た
大
が
か
り
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

︵
町

長
︶
現

時

点

で
は
全
体
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
な
い
が
、
シ
ー
シ
ー

パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
後
に
集
客

の
動
線
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
か
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
い

か
に
く
み
上
げ
る
か
が
必
要

で
、
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
た
め
に
今
後
し
っ

か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※ 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
や
広
告
を
発
信
す

る
も
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
状
況

と
対
応
は

問

情
報
発
信
や
収
集
を

行
う
ツ
ー
ル
と
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
、
お
お
い

町
の
状
況
と
対
応
は
。

︵
ま
ち
づ
く
り
課
長
︶

町
、
各
種
団
体
、
指

定
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
数
種
類

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

発
信
に
つ
い
て
の
周
知
や
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
の
現
状
は

問

教
職
員
の
働
き
方
改

革
の
状
況
は
。

︵
教
育
長
︶
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た

時
間
的
な
業
務
改
善
、
会
議

の
簡
素
化
、
研
修
の
効
率
化

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
も
先
進
事
例
を
参
考
に
更

な
る
業
務
改
善
に
繋
が
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

問

業
務
の
外
部
委
託
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用
、
学
校
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
※
）

の
取
り
組
み
は
。

︵
学
校
教
育
課
長
︶

定
期
的
に
開
催
す
る

校
長
会
議
に
お
い
て
十
分
協

議
を
行
い
活
用
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問

校
舎
な
ど
施
設
の
改

修
計
画
は
。

︵
町
長
︶
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
劣
化
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
町
の
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
順
次
取
り
組
ん
で

い
く
。

※ 

学
校
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学

習
の
あ
り
方
を
革
新
す
る
と
と

も
に
、
教
職
員
の
業
務
や
組
織
、

プ
ロ
セ
ス
、
学
校
文
化
を
革
新
し
、

時
代
に
対
応
し
た
教
育
を
確
立

す
る
こ
と

道の駅のデジタルサイネージ シーシーパークのデジタルサイネージ

学校施設学校施設
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特
　
集

審
議
内
容

活
動
報
告

追
　
跡

一
般
質
問

猿
さるはし

橋 　  巧
たくみ

◥ 
県
の
自
衛
隊
配
備
に
対
す
る
町
長
の
所
感
は

町
長 

住
民
の
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
賛
同
す
る

問

福
井
県
知
事
が
国
に

嶺
南
地
域
へ
の
自
衛

隊
配
備
を
求
め
る
緊
急
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
要
請
内

容
の
「
自
衛
隊
に
よ
る
迎
撃

体
制
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
」
に
対
す
る
町
長
の
所
感

は
。

︵
町
長
︶
い
か
な
る

事
態
に
も
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
迎
撃
体
制
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の

観
点
か
ら
賛
同
す
る
。

問

戦
争
を
呼
び
込
む
迎

撃
体
制
の
強
化
は
す

べ
き
で
は
な
い
。
原
子
力
発

電
所
へ
の
攻
撃
が
現
実
に
起

こ
り
得
る
と
い
う
深
刻
さ
を

理
解
し
て
い
る
の
か
。

︵
町
長
︶
ま
ず
外
交

上
の
手
だ
て
の
中
で

阻
止
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、

万
が
一
そ
う
い
っ
た
事
態
に

陥
っ
た
と
き
に
は
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

問

自
衛
隊
の
配
備
を
実

現
す
る
こ
と
が
原
発

の
安
全
と
考
え
る
の
か
。

︵
町
長
︶
嶺
南
地
域

へ
の
自
衛
隊
部
隊
の

配
備
に
つ
い
て
は
、
町
と
し

て
も
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

直
接
的
に
原
発
の
安
全
と
考

え
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

武
力
攻
撃
へ
の
抑
止
力
と
合

わ
せ
、
大
規
模
自
然
災
害
な

ど
い
か
な
る
事
態
に
も
迅
速

に
対
応
で
き
る
。

問

ミ
サ
イ
ル
を
防
げ
る

原
発
は
な
い
と
し

て
、
戦
争
を
防
ぐ
こ
と
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
と
の
大
臣
見

解
に
つ
い
て
の
所
感
は
。

︵
町
長
︶
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
を
防
ぐ
堅
牢
性

や
態
勢
を
持
つ
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
。
万
が
一
ミ
サ

イ
ル
攻
撃
を
さ
れ
る
事
態
に

な
っ
た
場
合
に
は
自
衛
隊
に

よ
る
迎
撃
態
勢
に
万
全
を
期

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
外
交
力
を
持
っ

て
そ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
ら

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
大
臣
の
見
解
は
明
確
に
現

実
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

可
燃
ご
み
等
の
処
理
・

処
分
の
あ
り
方

問

来
年
度
稼
働
予
定
の

広
域
ご
み
処
理
施
設

に
つ
い
て
、
持
込
み
ご
み
は

有
料
化
さ
れ
る
の
か
。

︵
町
長
︶
ご
み
処
理

に
は
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
持
ち
込

み
ゴ
ミ
の
有
料
化
は
避
け
ら

れ
な
い
。

問

こ
の
施
設
で
は
可
燃

ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
混
合
を
受
け
入
れ

る
の
か
。

︵
副
町
長
︶
発
電
設

備
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
発
電
効
率

を
高
め
る
た
め
に
プ
ラ
ご
み

を
可
燃
ご
み
に
変
更
す
る
予

定
で
あ
る
。

問

新
施
設
稼
働
後
の
大

飯
清
掃
セ
ン
タ
ー
と

大
飯
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
活
用

は
。

︵
く
ら
し
環
境
課
長
︶

大
飯
清
掃
セ
ン
タ
ー

は
資
源
ご
み
の
回
収
拠
点
、

大
飯
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
継
続

使
用
す
る
。

指
定
管
理
方
式
の 

適
正
な
あ
り
方

問

こ
ど
も
家
族
館
、
ス

ケ
ー
ト
パ
ー
ク
な
ど

の
県
の
施
設
の
管
理
運
営
状

況
は
。

︵
町
長
︶
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
な
ど
は
、
こ

ど
も
家
族
館
の
附
帯
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
町
が

管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
運

営
費
用
は
町
の
負
担
と
な
る
。

問

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

の
利
用
促
進
策
は
。

︵
住
民
窓
口
課
長
︶

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く

周
知
を
行
い
、
利
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
県
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
も
随
時

要
請
し
て
い
く
。

財
政
運
営
（
補
助
金

な
ど
）
の
適
正
化

問

県
、
町
よ
り
補
助
金

が
支
出
さ
れ
た
事
業

者
の
運
営
は
適
正
に
さ
れ
て

い
る
の
か
。

︵
副
町
長
︶
補
助
事

業
者
に
対
し
て
適
正

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
適
切

に
監
督
、
指
導
し
て
い
く
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
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町民が協働で除雪を行う場合の小型機器等や

保険等の環境整備を進めてはどうか。

（平成29年3月議会　原田和美 議員）
除雪作業の環境整備
を進めては

除雪に必要な資機材の整備について、制度の構

築も含めて検討していく。

制度の構築も含めて
検討する

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載して
いますが、議員からの提案などが、その後、どのように町政
に反映されたかを、追跡調査してみました。

a follow-up survey

副町長答弁

ちょっと

深掘り！

本郷地区内道路の積雪状況

集落（区）が狭小幅員道路の除雪を行う場合に、

購入費用に対し支援。（令和2～ 4年度の3年間）

小型除雪機等購入支援
事業を創設

どうなった?

●町の除雪委託料は ?

平成29年度実績 24,249,529円

平成30年度実績  8,240,599円
令和元年度実績 8,327,404円

令和 2年度実績 15,586,992円

令和 3年度予算 70,860,000円

●小型除雪機等購入支援事業の実績は?

令和2年度　2地区 2,528,000円

令和3年度　2地区 2,891,000円

令和4年度（最終年度）要望

　　　　　 11地区 16,900,000円

●令和 5 年度以降の方針は ?

小型除雪機等購入支援事業
──    

6 月補正予算質疑より    
──

問　購入支援は令和4年度で終了するが、本郷
地区では、区の再編計画を検討しているため、

この事業を活用できていない。今後、事業の

継続は考えているか。

答　今後、再編がなされ
た区から要望が出てく

る場合には、防災の観

点からも柔軟に

対応すべく検討

したい。
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おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。

次回の定例会議は9月です。傍聴については議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

会　期： 8月30日から9月20日まで（22日間）

本会議： 8月30日（議案提案理由説明）、9月5日（一般質問）、20日（採決）

委員会： 総務・産業建設常任委員会（2日）、予算決算常任委員会（8月30日、31日、9月1日） 
原子力発電対策・地域振興対策特別委員会（6日）

9月

定例会議の

予定

●

編

集

後

記
●

　

町
長
選
挙
の
関
係
で
、
骨
格
予

算
で
あ
っ
た
令
和
４

年
度
予
算
が
今

回
肉
付
け
予
算
と
し
て
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
の
大
き
い

方
へ
の
生
活
支
援
や
、
コ
ロ
ナ
に
負

け
る
な
！
消
費
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

な
ど
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
予
算

が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
お
い
町
議
会
で
は
議
会

活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
年
間
を
通

じ
て
議
案
審
議
を
行
う
、
「
通
年
議

会
」
の
導
入
を
提
案
し
可
決
し
、
７

月
の
開
会
会
議
か
ら
運
用
と
な
り
ま

し
た
。
県
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て

の
導
入
で
す
。

議
員
一
同
、
今
後
も
議
会
活
性
化

に
努
め
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
田
中 

記
）

今
回
の
輝
く
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
美
容

室
を
経
営
さ
れ
て
い
る
仲
良
し
の
お
二

人
で
す
。

�� 

お
お
い
町
に
戻
る
き
っ
か
け
は
？

・
以
前
は
神
戸
の
美
容
室
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、
家
族
に
そ
ろ
そ
ろ
帰
っ
て

こ
な
い
の
か
と
打
診
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど

大
島
に
土
地
が
あ
っ
た
の
で
、
一
人
で

で
き
る
美
容
室
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
︵
槇
さ
ん
︶

・
大
阪
の
美
容
室
で
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
親
か
ら
町
の
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
補
助

事
業
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

︵
木
村
さ
ん
︶

�� 

戻
っ
て
き
て
感
じ
る
、
お
お
い
町

の
魅
力
は
？

・
田
舎
タ
イ
ム
と
い
う
か
、
都
会
と

違
っ
て
バ
タ
バ
タ
し
な
い
生
活
が
で
き

る
こ
と
や
、
き
れ
い
な
海
が
あ
り
、
地

元
で
と
れ
る
魚
が
ほ
ん
と
う
に
美
味
し

い
と
感
じ
ま
す
。
で
も
町
が
暗
い
の
と
、

刺
激
が
少
な
い
の
は
少
し
寂
し
い
気
が

し
ま
す
。

�� 
お
お
い
町
で
起
業
し
て
良
か
っ
た

こ
と
は
？

・
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
す
ご
く
良

く
、
口
コ
ミ
で
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い

く
の
は
嬉
し
い
で
す
。
創
業
支
援
補
助

金
の
他
に
も
、
県
産
木
材
を
利
用
し
た

補
助
金
な
ど
も
あ
り
、
起
業
に
対
し
手

厚
い
で
す
。

�� 
お
お
い
町
に
求
め
る
こ
と
は
？

・
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ
モ
ー

ト
で
の
セ
ミ
ナ
ー
が
多
く
な
り
、
地
方

で
も
最
新
の
技
術
や
流
行
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
会
で
な
い
と
起
業
で
き
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
！ 

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

が
少
な
い
の
は
ネ
ッ
ク
で
す
が
、
創
業

支
援
は
近
隣
の
市
町
よ
り
も
手
厚
い
の

で
、
も
っ
と
も
っ
と
発
信
、
告
知
し
て
町

の
元
気
に
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�� 

議
会
へ
の
関
心
は
？

・
議
会
だ
よ
り
は
、
知
っ
て
い
る
方
が

で
て
い
る
と
興
味
が
湧
き
読
ん
で
い
ま

す
。
お
客
さ
ん
に
も
熟
読
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
よ
！ 

今
後
も
頑
張
っ

て
議
会
の
活
動
な
ど
発
信
し
て
く
だ
さ

い
。
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